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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月14日(2012.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、前記基材上または基材中に配置された治療薬と、該治療薬および基材の上に配
置された無機層とを含んでなる、移植可能または挿入可能な医療用デバイスであって、前
記無機層は前記デバイスが対象者に十分な時間にわたって移植または挿入された後で多孔
性の無機層になる非多孔性の無機層であり、
　前記多孔性の無機層は生物学的に安定な無機材料と生崩壊性の無機材料との混合物から
形成されるか、或いは、生崩壊性の無機材料の混合物であって１つの生崩壊性無機材料が
他の生崩壊性無機材料よりも速く生物学的に崩壊する混合物から形成される、医療用デバ
イス。
【請求項２】
　前記無機層は粗い無機層であって５０ナノメートル大きいＳａ値を有する無機層であり
、かつ前記粗い無機層は、下層をなす粗い材料領域の輪郭を示す、請求項１に記載の医療
用デバイス。
【請求項３】
　前記無機層は、粗い下層をなす材料によって粗さが同無機層に付与されるように十分に
薄い、請求項１に記載の医療用デバイス。
【請求項４】
　医療用デバイスは、ステント、電気刺激リード線、心臓弁、骨用足場、軟組織用足場、
およびバルーンアセンブリから選択される、請求項１に記載の医療用デバイス。
【請求項５】
　基材は、生崩壊性の金属性基材および生物学的に安定な金属性基材から選択される、請
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求項１に記載の医療用デバイス。
【請求項６】
　無機層は、生物学的に安定な無機層、生崩壊性の無機層、および部分的に生崩壊性であ
り部分的に生物学的に安定である無機層から選択される、請求項１に記載の医療用デバイ
ス。
【請求項７】
　無機層は蒸着された層である、請求項１に記載の医療用デバイス。
【請求項８】
　無機層は金属の層である、請求項１に記載の医療用デバイス。
【請求項９】
　下層をなす粗い材料領域は粗い基材である、請求項２に記載の医療用デバイス。
【請求項１０】
　前記治療薬は、下層をなす粗い基材と上層をなす無機層との間に層の形態で提供される
、請求項９に記載の医療用デバイス。
【請求項１１】
　下層をなす粗い材料領域は、無機層の下および基材の上に配置された粗い材料層である
、請求項２に記載の医療用デバイス。
【請求項１２】
　前記粗い材料層は前記治療薬を含んでなる、請求項１１に記載の医療用デバイス。
【請求項１３】
　前記粗い材料層は相互連結したポリマー粒子を含んでなる、請求項１１に記載の医療用
デバイス。
【請求項１４】
　前記粗い材料層はエレクトロスプレイで堆積された層である、請求項１３に記載の医療
用デバイス。
【請求項１５】
　前記粗い材料層は、ゾル－ゲル法による金属酸化物、ゾル－ゲル法によるシリコン酸化
物、またはこれらの組み合わせを含んでなる、請求項１１に記載の医療用デバイス。
【請求項１６】
　前記粗い材料領域と前記無機層との間に材料の介在層を含んでなる、請求項２に記載の
医療用デバイス。
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